
取り組むべき重点課題

過去

現在
1. サステナビリティの実現に向けた

2. サステナビリティ経営を支える社内への取組
3. 投資家等とのコミュニケーションの向上

KPI進捗はP087

SMBC Group
GREEN×GLOBE

2030

次世代

コミュニティ

環境

より良い社会を創り、
次の世代にその社会を
受け渡す聡明な人々

人と人とのつながりにより生まれる
「信頼」「相互扶助」を基にした
公と民の間を埋めるセーフティネット

目指す社会の前提となる、
地域、世代を超えた人類共通の財産

三井
の先達

住友
の先達

浮絵駿河町呉服屋図
（公益財団法人三井文庫所蔵）

左：明治14年別子銅山全景（旧製錬吹処之図）（住友史料館所蔵）
右：現在の別子銅山全景（住友林業株式会社所蔵）

● 緑の地球が残る
● 誰もが安心して自分らしく暮らせる社会ができる
● 次世代の担い手・産業が育つ

目指す社会

サステナビリティの定義

現在の世代の誰もが経済的繁栄と
幸福を享受できる社会を創り、

将来の世代にその社会を受け渡すこと

お客さま・社会への取組

サステナビリティの実現に
向けた取組

基本的な考え方
サステナビリティの実現に向け、

「SMBCグループ サステナビリティ宣言」を基本姿勢とし、
「環境」「コミュニティ」「次世代」を重視した事業・取組を進めています。

SMBCグループは、価値創造プロセスを実践しながら、
ステークホルダーに与えるインパクトを最大化し、

目指す社会を実現していきます。

価値創造を支える経営基盤
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● 緑の地球が残る
● 誰もが安心して自分らしく暮らせる社会ができる
● 次世代の担い手・産業が育つ

目指す社会

サステナビリティの定義

現在の世代の誰もが経済的繁栄と
幸福を享受できる社会を創り、

将来の世代にその社会を受け渡すこと

お客さま・社会への取組

SMBCグループ サステナビリティ宣言

我々、SMBCグループは、
三井、住友にルーツを持つ企業グループとして、
先達が重んじたサステナビリティへの意志を受け継ぎ、
社会において我々が重点的に取り組む課題を設定のうえ、
サステナビリティの実現に向けて行動していきます。
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SMBCグループのサステナビリティ経営体制
　SMBCグループでは、2021年4月に新設したグループCSuOの

統括の下、企画部サステナビリティ推進室がグループ全体の施策を

企画・立案し、ホールセール企画部サステナブルビジネス推進室がグ

ローバルかつグループ一体でソリューションを提供するハブ機能を

担っています。

　グループにおけるサステナビリティ経営の浸透に関する事項や

サステナビリティを推進するために必要な諸施策については、グ

ループCEOを委員長とする「サステナビリティ推進委員会」にて協

議しています。また、2021年7月には、取締役会の内部委員会とし

て、「サステナビリティ委員会」を新設しました。定期的にグループ

CSuO、グループCROがサステナビリティ委員会、リスク委員会へ

報告を行う等、ガバナンス・経営管理体制の高度化を図っています。

　SMBCグループでは、サステナビリティ経営を加速すべく、役員等

の報酬体系にもESGへの取組を定性指標として組み込んでいます。

豊かな自然を守る、貧困を根絶する、人種や性別による差

別・偏見をなくす。サステナビリティの実現に向けて、近年、世

界中の企業が掲げる目標は、どれも「当たり前」の事柄です。

しかし、産業界がそんな当たり前のことよりも、短期的な財務

的成果を優先させてきた結果、世界は今、気候変動や経済格

差の拡大等、さまざまな環境・社会課題を抱えています。

SMBCグループは、サステナビリティ経営を遂行する上での重点課題として「環境」「コミュニティ」「次

世代」の3つを掲げています。とりわけ「環境」は社会の持続可能性の前提となる世代間共通の財産である

との認識の下、特に注力すべき課題であると位置付けています。しかしながら、環境を守り、持続可能な社

会を実現することは、私たちだけで成し遂げられるものではありません。SMBCグループは、グローバルに

ビジネスを展開する金融機関として、お客さまをはじめとするステークホルダーとの対話を重ね、ともに行

動することにより、持続可能な社会の実現に積極的に貢献し、次世代へその社会を受け継ぐという社会的

使命を果たしていきます。

グループCSuOとして、今後、SMBCグループのサステナビリティに関する取組をあらゆる側面から推進

し、一段と加速させていく所存です。

グループ経営会議

サステナビリティ推進委員会
委員長： グループCEO
メンバー： 主要子会社9社の頭取・社長
 グループCSO、グループCHRO、グループCRO、
 グループCSuO

取締役会

サステナビリティ委員会

グループCSuO（Chief Sustainability Officer）

ビジネス含む
気候変動対応

コーポレート施策
（社会貢献等） 非財務情報開示

グループＣＳｕＯ

伊藤 文彦

Message
Group CSuO

from

価値創造を支える経営基盤
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SMBC Group GREEN×GLOBE 2030
SMBCグループは、「SMBCグループ	サステナビリティ宣言」に基づく2030年までの10年間

の計画として、「SMBC	Group	GREEN×GLOBE	2030」を2020年4月に策定しました。

計画名の“GREEN”は当社のコーポレートカラーと環境、“GLOBE”は地球、国境のない世界

を表しており、それらを“×”でつなぐことで足し算ではない掛け算での広がりを表しています。

2021年5月、気候変動問題への対策を強化すべく、グリーンファイナンス目標と温室効果ガス

（Greenhouse	Gas,	以下「GHG」）排出量削減目標を上方修正しています。

基本コンセプト

国内外で

（グリーンファイナンス）

 上方修正
グリーンファイナンスおよびサステナビリティに
資するファイナンス実行額：
2020年度から2029年度までに

兆円（うちグリーンファイナンス20兆円） 2.7

12.9

30

 上方修正
SMBCグループが排出するGHGを
2030年において実質

とする0

兆円

+10%

社会貢献活動等に関する

社会的インパクト評価を
実施

お客さまに対してESG、SDGsを意識した行動を実施したと
答えた担当者が前年比

「PROMISE 金融経済教育セミナー」を対象事業として

担当者、お客さまの
ESG・SDGsに関する

認知度・行動状況
の計測

「お客さまとともに、人と地球の未来を創る」

金融経済教育への参加者数：
2020年度から2029年度までに

150万人 13.2 万人

10年間のKPI 2020年度実績

SMBCグループのGHG排出量（速報値）

万t-CO2（2019年度比7.5%削減）

社会的インパクト評価を実施し、
報告書を公表
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地球環境は、地域・世代を超えた人類共通の財産であり、健全な地球環境の維持は持続可能な社会を実現する上での
大前提であると認識しています。SMBCグループでは、気候変動をはじめとするさまざまな環境課題と向き合い、事
業を通じて環境課題の解決に貢献することで、将来の世代に豊かな地球を受け継ぐ努力を続けていきます。

気候変動問題への取組
　2021年5月、気候変動問題への対策を強化すべく、気候変動に関するSMBCグ
ループの姿勢を明確化した上、2050年カーボンニュートラルに向けた気候変動対策

の長期行動計画「気候変動対策ロードマップ」、現中期経営計画期間中に着手・実行

する施策パッケージ「アクションプランSTEP1」を策定しました。主要な施策として、

SMBCグループの投融資ポートフォリオにおけるGHG排出量の把握をはじめ、2030

年・2050年に向けた中長期目標を設定します。また、従来のグリーンファイナンス目標

の定義を見直し、目標を20兆円上積みしました。

　SMBCグループは、政府の脱炭素社会の実現を目指す方針を支持し、パリ協定の目

標に沿ってGHG排出量削減に真摯に取り組んでいきます。加えて、脱炭素社会への移

行と実現に資するお客さまの取組を支援していきます。

気候変動対策ロードマップに関する詳細については、当社Webサイトをご参照ください。
https://www.smfg.co.jp/news/j110309_01.html

環境への取組

Environment

主要施策 具体的な取組
❶ 戦略　　　　Scope3*1の把握・目標策 投融資ポートフォリオのGHG排出量把握 と中長期目標の設定

❷ 戦略　　　　Scope1、2*2削減に向けた取組の加速 SMBCグループのGHG排出量を 2030年に実質ゼロに
❸ 戦略　　　 気候変動対策・脱炭素化ビジネスの強化 2030年までのサステナブルファイナンス実行額を	30兆円に	（詳細はP092ページ）

❹ ガバナンス   経営管理体制の高度化 グループCSuOの選任	（詳細はP086ページ）

❺ リスク管理　リスク管理体制の強化 気候変動シナリオ分析の高度化

　 指標・目標　 KPI・目標の設定・管理 —

2023

STEP 1 STEP 2

中長期目標開示

現中期経営計画

アクションプラン アクションプラン 気候変動対策ロードマップ

Scope3

排出量ゼロ
石炭火力発電向け
貸出金残高ゼロ

Scope1  2

長期目標達成

Scope3

2030 2040 2050

*1	事業者の活動に関連する他社の排出（金融機関の場合は投融資先の排出）
*2	事業者自らの直接排出と電気等の使用に伴う間接排出

価値創造を支える経営基盤
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アクションプランSTEP1における主要施策
投融資ポートフォリオのGHG排出量把握と中長期目標の設定
2050年までの長期的な気候変動対応を進めていく上では、SMBCグループの投

融資ポートフォリオにおけるGHG排出量（Scope3）の把握とその中長期目標の設定

が重要となります。また、お客さまとともに脱炭素社会を実現するためには、お客さま

との対話（エンゲージメント）をしっかりと行っていく必要があります。まずはGHG排

出量の大きい業種（エネルギー・電力）から開始し、順次対象を広げていきます。

SMBCグループ全体のGHG排出量削減に向けた取組の加速
SMBCグループでは、2020年度まで「三井住友銀行が排出するCO2を2030

年に2018年度対比30％削減する」という目標を掲げていましたが、取組を加速さ

せるべく見直しを行いました。新たな目標として「SMBCグループが排出するGHG

（Scope1、2）を2030年において実質ゼロにする」を掲げ、主に再生可能エネル

ギー由来の電力への切替等の施策を強化していきます。

リスク管理体制の強化
SMBCグループでは、2019年度よりTCFD提言に則り、気候変動に伴うリスクに

ついてシナリオ分析を実施しています。これまでエネルギー・電力セクターを対象に、

2℃／４℃シナリオにおける財務影響を分析してきましたが、今後は分析対象の拡大

（運輸等のセクター）や1.5℃シナリオにおける財務影響について試算・分析を進め

ていきます。

また、今後はブラウンアセット・グリーンアセットについて、国内外の動向、当局要請

等の状況も見極めつつ、対象となる資産の分類・精緻化を検討し、モニタリング体制を

整備していきます。

目標：
SMBCグループのGHG排出量
2030年において

実質0
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TCFD提言に沿った気候変動への対応
　SMBCグループはTCFD提言への賛同を2017年12月に表明し、気候変動シナリ
オ分析を実施しています。また、脱炭素社会の実現を目指すにあたり、お客さまととも

に気候変動に起因する課題の解決に努めており、今後もTCFDレポートの発行（次回は

2021年8月予定）を通じた開示の高度化を進めていきます。

TCFD提言への取組に関する詳細については、当社Webサイトをご参照ください。
https://www.smfg.co.jp/sustainability/materiality/environment/climate/

ガバナンス
　サステナビリティ経営の推進や気候変動対応に関する方針については、グループ

CEOを委員長とするサステナビリティ推進委員会や経営会議等での議論を踏まえて

事業戦略に反映し、定期的に取締役会に報告しているほか、取締役会の内部委員会

である「リスク委員会」において、気候変動リスクに関する報告を行っています。また、

2021年度からはグループCSuOの選任や、グループのサステナビリティの取組全般を

監督・助言する「サステナビリティ委員会」を設立する等、さらなるガバナンス・経営管理

体制の高度化を図っています。

戦略
　SMBCグループは、社会課題の解決に貢献していくために、「環境」「コミュニティ」

「次世代」を重点課題に設定しています。パリ協定の実現に貢献するファイナンスに積

極的に取り組むほか、気候変動リスクを分析し、気候変動に対する強靭性の確保に向

けた取組を進めています。

気候変動に伴うリスク
　SMBCグループでは、気候関連問題の顕在化に伴う外部環境や業務環境の変化を

あらかじめ想定し、さまざまな波及経路に基づいてリスク事象を洗い出すことで、当社

グループへの財務的影響を特定しています。またTCFD提言に基づき、貸出ポートフォ

リオに占める炭素関連資産の算定も行っています。

比率 残高
エネルギー

（石油・ガス等） 4.1% 3.5兆円

ユーティリティ
（電力） 2.4% 2.1兆円

合計 6.5% 5.6兆円

炭素関連資産エクスポージャー
（2020年度）

Environment

比率＝炭素関連資産向け貸出残高÷総貸出残高

*	三井住友銀行（含む連結子会社）の資産（バランス
シート上の総資産＋オフバランス資産等）に占める
炭素関連資産向け与信残高の比率は4.4%

価値創造を支える経営基盤
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シナリオ分析（対象：三井住友銀行）
　三井住友銀行では、水災を対象とした物理的リスクとエネルギー・電力セクターを対

象とした移行リスクに関するシナリオ分析に着手しています。今後は分析対象の拡大

（運輸等のセクター）や1.5℃シナリオにおける財務影響について試算・分析を進めて

いきます。

気候変動に伴う機会
　脱炭素社会への移行が進むことで、気候変動関連ビジネスならびにそれに伴うファ

イナンスニーズの拡大が期待されます。SMBCグループではサステナビリティ全般に

関するお客さまの課題解決のため、専門部署（サステナブルビジネス推進室）を設置

するとともに、グローバルで体制を強化しています。2020年度には合計約2.7兆円

のグリーンファイナンスを実行しており、脱炭素社会への移行に向け、ファイナンス等

の側面から貢献していきます。

リスク管理
　SMBCグループでは気候変動リスクをトップリスクのひとつと位置付け、ストレステ

ストによる影響分析を実施しています。また、投融資に際しては特定セクターへの事業

別方針を導入しているほか、環境社会リスク評価を実施する範囲を拡大しています。

指標と目標

リスク管理への取組に関する
詳細はP100をご参照ください。

物理的リスク 移行リスク
リスクイベント 水災 政策変更、需給バランス変化

使用シナリオ RCP2.6
（2℃シナリオ）

RCP8.5
（4℃シナリオ）

IEA／持続可能な開発
シナリオ（2℃シナリオ）

IEA／公表政策
シナリオ

分析対象 事業法人
TCFDが定義する炭素関連資産のうち

エネルギー・電力
地域 グローバル

分析期間 2050年まで

リスク指標 増加が想定される与信関係費用（信用コスト）

分析結果 累計550～650億円 単年度で20～100億円

指標 目標 2020年度
サステナビリティに資する
ファイナンス

2020年度から2029年度における累計実行額30兆円
（うちグリーンファイナンス20兆円）

実行額：2.7兆円

SMBCグループの
GHG排出量*1 2030年に実質ゼロ 排出量：12.9万t-CO2

石炭火力発電向け貸出金*２ 2030年度までに2020年度比50%に削減し、
2040年度を目処に石炭火力発電向け貸出金の残高ゼロ

残高：3,000億円

*1	Scope1およびScope2が対象
*2	プロジェクトファイナンスが対象。脱炭素社会への移行に向けた取組に資する案件は除外
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サステナブルビジネスの推進
　SMBCグループは、本業を通じた環境・社会課題の解決に積極的に取り組ん
でいます。特に環境関連分野に特化したグリーンファイナンスの取組を強化し、

これまで10兆円としていた2030年までの目標額を「グリーンファイナンスおよ

びサステナビリティに資するファイナンス実行額30兆円（うちグリーンファイナン

ス20兆円）」と対象を再定義した上で上方修正しました。

　政府が策定した2050年カーボンニュートラルに伴うグリーン成長戦略におけ

る14の重要分野をはじめ、脱炭素社会の実現に資するお客さまの取組への支援

を実施・強化しています。具体的には、三井住友銀行による融資・預金、SMBC日

興証券によるESG債等の引受、SMBC信託銀行による設備や敷地の受託、三井

住友ファイナンス＆リースによる設備リース・開発投資、日本総合研究所によるコ

ンサルティング等、各社それぞれの個性を活かした支援を行っています。

　また、脱炭素社会の実現において中心的な役割を果たすことが期待される水

素の社会実装に向けた取組や、農業分野における先進的なビジネス創出等も実

施しています。サステナビリティ全般に関するお客さまの経営課題解決をサポー

トするため、お客さまとの対話（エンゲージメント）を重視し、総合金融グループ一

体となってソリューションを提供していきます。

目標： サステナビリティに資する
ファイナンス実行額

兆円

兆円

20
30
うちグリーンファイナンス

2020年度に取り組んだ再生可能エネルギー案件により、
29,728千t相当のCO2排出削減に貢献（2019年度は17,643千t相当）

欧亜中東 日本

豪亜

米州

19,3597,652 566

2,151

地域別内訳（千ｔ）

2020年度から2029年度までに

Environment

価値創造を支える経営基盤
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環境リスクへの対応に関する詳細については、当社Webサイトをご参照ください。
https://www.smfg.co.jp/sustainability/materiality/environment/risk/

方針を公表している事業・セクター
●	石炭火力発電　●	水力発電　●	石油・ガス　●	炭鉱採掘　●	タバコ製造
●	自然保護地域　●	パーム油農園開発　●	森林伐採
●	クラスター爆弾やその他殺戮兵器の製造

目標： 石炭火力発電向け貸出金

2040年度を目処に

残高0

投融資におけるESGを配慮した運営
　SMBCグループでは、環境や社会に大きな影響を与える可能性が高い事業・
セクターについての方針を公表しており、主要子会社（三井住友銀行、SMBC

信託銀行、三井住友ファイナンス&リース、SMBC日興証券）において、それぞ

れのビジネスに沿う形で導入しています。

　今後もお客さまをはじめとするステークホルダーとの対話を重ね、外部環境

を踏まえた見直しを随時検討していきます。

2030年度までに2020年度比50％削減

方針

石炭火力発電所の新設および拡張案件への支援は行いません。

セクター・事業に対する認識

お客さまがカーボンニュートラルに伴う長期戦略を策定・公表する

等、気候変動への対策を進めていくことを期待します。また、脱炭

素社会への移行と実現に資するお客さまの取組を支援します。

Column

石炭火力発電に対する対応方針の見直し
2021年6月より、石炭火力発電への対応方針を厳格化しました。
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イベント開催の様子

エルダープログラムパンフレット

人々の生活や経済活動が行われる中で、それぞれの主体がつながりを感じ、助け合い、安心して活動できるコミュニ
ティが必要であると考えています。SMBCグループは、私たち自身もコミュニティの中で活動を行う一員としての社会
的責任を全うするため、地域・社会への貢献を続けていきます。

GREEN×GLOBE Partners
　一社・一個人では解決の難しい環境・社会課題に、組織の壁を越えて取り組
む事業者コミュニティです。「環境・社会課題解決の『意識』と『機会』を流通させ

る」ことを目的として掲げ、2020年7月の設立以来163社・団体*1にご参画い

ただいています。

　毎月1回程度のイベントや環境・社会課題についての独自記事を配信してい

るほか、環境・社会課題の解決アイデアを考えるワークショップ等を通じてビジ

ネスの種を作っています。
*1	2021年6月30日現在

SMBCエルダープログラム
超高齢社会の進展に伴い、お客さまのライフスタイルやニーズが多様化する

中、健康、安心、生きがいのある暮らし等、非金融領域も含めたサービスを提供

する「SMBCエルダープログラム」を開始しました。このプログラムでは、ジェロ

ントロジー検定*2資格を取得する等、幅広い知識を習得した専任のコンシェル

ジュが、お客さまの困りごとの相談に乗り、サービスのご提案やサポートを行い

ます。

今後も、社会やお客さまのニーズに応じてサービスの拡充を図ることで、人

生100年時代の長寿人生を支え、誰もが安心して自分らしく暮らせる社会の実

現に貢献していきます。
*2	超高齢社会が進む中で、医療・介護・社会保障をはじめ、シニアの心と体や生活等、高齢社会が抱える全体の課題を

網羅的に学ぶことができる検定

GREEN×GLOBE Partnersに関する詳細については、
当社Webサイトをご参照ください。
https://ggpartners.jp/

コミュニティへの取組

Social

価値創造を支える経営基盤
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オンラインセミナーの様子

「未来」プログラム

hoops	link	kobe

社会環境が変化していく中、経済や社会が持続可能であり続けるためには、必要な知識や技術を備えた社会を支える
人材の育成が不可欠であると考えています。SMBCグループは、私たちとともに将来の社会を構築していく、次世代
の人材や産業を育むことでサステナビリティを実現していきます。

金融経済教育の提供
　グループ各社が有する知識やノウハウを活かし、さまざまな金融経済教育活
動を進めています。

　2020年度は、新型コロナウイルスの感染拡大を踏まえ、新たにオンラインに

よるセミナーを開始しました。依頼をいただいた学校の要望に応じて、さまざま

な方法でプログラム提供を行い、オンラインセミナーの受講者数は約6万人、対

面講義も含めると約13万2千人に金融経済教育を提供しました。

　今後も、子どもから大人まで幅広い世代に向けて、金融経済教育を提供する

ことで、誰もがお金に対する正しい知識を身に付け、安心して暮らせる社会の

実現を目指していきます。

新規事業支援・創出の取組
　次世代の産業を支援する取組として、「未来」プログラムを開催しています。
このプログラムでは、アイデアや技術の事業化を目指す方からビジネスプラン

を募集し、審査会を経て、事業開発に資するアドバイザリー支援やネットワーキ

ング、資金サポート、協賛メンバーとの協業事業支援等、多岐にわたる機会を提

供します。

　また、新規事業創出を目的としたオープンイノベーション拠点として、2017

年9月に開設した「hoops	 link	 tokyo」に続き、2020年9月に「hoops	 link	

kobe」を開設しました。両拠点では相互に連携し、ピッチイベントやミートアップ、

起業家の裾野拡大を目指したセミナー等のイベントを開催していきます。

　SMBCグループでは、さまざまな企業・投資家等とつながっていくことで、お

客さまの成長と自身のイノベーションを実現し、次世代産業の発展に貢献して

いきます。

目標： 金融経済教育の提供者数

万人150
2020年度から2029年度までに

次世代への取組
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